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地域社会と社会教育

一文庫活動の展開と主婦の意識変化をめぐる一事例研究一

LocalCommunityandSocialEducation

-ACaseStudyofAHousewives，lIomeLibraryMovement-

i青原慶子

ＫＣ/AFoK1iyo"α、

らかにし，第二に，社会教育との結びつきについて若干

の検討を加えたし。
Ｌ初めに

現在，社会通念としての男女の役割分業は，あいかわ

らず，女性に家事・育児の役割を果すように求めている

が，戦後日本における一世帯当りの子ども数の相対的な

減少，家事の電化“合理化の進展は，主'111}に家事・育児

以外の自由時間の増加をもたらしている。他ihiでは，教

育水準も上昇し，婦人の高学lIMi化も促されている。この

ような状況のri1で最近は主婦の再就職の増力Ⅱ傾向が顕

普であるＤ一ﾉﾌﾞで，就業していない所謂専業主婦層の社

会活動や学習活動が活発化している“

社会活動とは「家事育児以外の個人生活，社会生活の

充,実向上を目的としておこなわれるすべての活動」であ

る「社会的な活動」のうち，「収入を伴わない」もので

ある2)。それには，茶華道等の趣味的活動，英会話等の

教養的学習iiJ1dii，簿記鞭の技術資格修得活動，ボランテ

ィア活動，住民運動，政治的活動というような多様な領

域がある。

その【'1で，昭和40年代後半から激増している文庫活動

は注目に値する傾向を持っている、つまり，それは①市

民により設置され，運営されている子どものための小さ

な図書館というボランティア活動であるだけでなく，

②読書を中心とした多様な活動を展開する地域活動であ

り，③図書館建設連動などの住民運動を行なったり，④

児童文化や子どもの本を学ぶ学習グループの組織化をす

るというように，いくつかの性格を合わせ持つようにな

ってきているのである。

そこで，本稿では，この文庫活動について，東京都三

鷹市の螂例を中心として，第一に，その活動の特徴を|ﾘ］

11．文庫活動の特徴

（１）読書運動としての文庫活動

父庫とは，付近に住む子どもを対象として，児童図書

の閲覧や貸しIILをするために，市民によって設置，運

営されている小さな図書館である。１１本におけるその発

生の契機は，昭和30年以降の「悪書追放運動」であった

が，「子どもの手近に良い本を」という標語に基づいて

昭和26年開設の村岡花子の「みちをライブラリー文庫」

を初めとする文庫作りが一部では始まっていた⑪。そし

て，昭和37年の「家庭文li1i研究会」設立は「家庭文庫」と

いう名称を一般化した。ついで，昭和42年，町田11丁立図

書館の働きかけでできた１１１J円会文庫が「地域文庫」と呼

ばれ，その後グループや団体を基盤にできた文lMiが「地

域文庫」と呼ばれるようになった⑪｡

また，昭和35年に鹿児島県立図書館の椋鳩十が『母と

子の20分間読11｜』を提唱し，これがさらに「親子読書運

動」や絵本の「読みきかせ」の実践へと発展することに

なる。さらに，昭和40年に石井桃子が「かつら文庫」の

実践記録を発表したことは，それまで少しずつ墹加して

いた家庭文庫を激増させる引金となった．そして，石井

がその箸1』)二の１１１で掲げた｢ポストの数ほどに図書館を5)」

という言葉はそれ以後の図書館要求運動の標語となっ

たのである。

また，ＩＩＢ和42年の「日本親子読書センター」や昭和４５

年の「日本子どもの本研究会｣，「親子読書・地域文庫全

国連絡会」の設立を契機に，読瞥運動の全国的推進と児
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騰，④図書館サービスの遅れ，などが指摘されている”。

もちろん，個々の文庫にはそれぞれに設立の動機があ

り，決して一様ではないが，共通しているのは「子ども

の手近に良い本を」という姿勢であった。その意味で，

文庫活動を読書運動として特徴づけることができる。

三MIK市10)の場合をみると」昭和52年９月現在,文庫数は

２６を数える。そのうちで，個人の自宅に設置され運営さ

れている家庭文庫は15,地域の公共施設に設置されグル

ープで運営されている地域文庫は９，親子読杏会は２で

ある。開始年月日は昭和42年の､のが最も古く，続いて

ＩＩＢ和43年に２つが開始されたが，その他の文庫は殆んど

'１１１１和47年以降の５年間に開始されており，全国的な読書

運動の高まりと呼応している。文庫は大半が毎週１回，

平日の午後に２時間から３時間開庫している。主たる活

1lib内容は児郵書の閲覧と貸し出しであるが，それ以外に

も，絵本の読みきかせやストーリーテリングを日常活動

として行なっている文Ｈ１Iが多い。また，人形劇や工作の

指導，野外読脅会，映ipii会，クリスマス会，キャンプな

どの開催を行なうなど多様な活動を展開している。しか

も，こうした読書運動をすすめていく為に開設された文

１１１は，母親たちのボランティア活動によって運営されて

いるのである。

（２）ボランティア活動としての文庫活動

ボランティア活動を，「行政施策の不備，欠落を市民

自らの力で自発的に補おうとする川〕」ものだと捉えるな

らば，文廊活動は不十分な図書館行政を補完し，子ども

に良書を与える環境作りをしているボランティア活動の

ひとつだということができる。しかも，これは専業主婦

によるボランティア活動である。

筆者は昭和51年11月から翌年１月にかけて20文庫（後

述の文駆連絡会に加盟している全文願）を回り，以後に

行なう予定である本格的調査の予備調査として，５３名の

世話人にインタビュー調査を行なった。世話人は全員が

主婦であり，年齢構成は表３で示すように35歳から39歳

が中心で約60％を占めている。世話人の子どもの数は２

人の人が約半分を占め３人が36％で，子どものいない人

は一人もいなかった。平均出生児数は2.38人である'2)。

社会学研究科紀要6６

童文化の研究がはかられている。

ところで，日本全国の文uli数であるが，昭和30年代初

期には50足らずであったが，ＩＩＢ和45年の綱査6)では266,

そして昭和49年の調査7)では2064に激増し，昭和51年末

には約３０００と推測されている8)。文庫急増の原因につ

いては，①文化的要求の墹大と文化的環境の劣悪化，②

テレビの発達による読書時|ＩＭＩの減少，③児童書価格の高

表１三1iii市の過去五年間の文１１M数の変遷
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る。三鷹11丁の場合には，地区公会堂を使用しているもの

が６文lili，団地集会鑓を使っているものが２文''１(ある。

その１１１で，町会の図１１$部としてIHI会の助成費によって運

営されているものが２文庫，「むさしの子ども劇場15)」

の地区サークル活動として行なわれているものが３文庫

ある，それだけでなく，前述のように，家庭文１１(も地域

の子どもを対象して運営されているのである。

「５年近くも地域文庫にかかわっておりますと，いろ

いろなことを考えさせられます。その一つは，わが子も

含めて子どもというものは，まさに地域の中で育ちゆく

のだという事実です｡'6〕」と，ある世話人は述べている。

まさにこの事実からも，文庫活動は地域活動のひとつと

して捉えることができる。

」:述の点に関連して，三鷹１１丁のコミュニティ政鑓と文

庫活動について，若干言及しておこう。日本では，１９６０

年代後半からコミュニティ論が本格的に提起されるよう

になった。昭和44年の国民生活審識会調査部会コミュニ

ティ''''１題小委員会の『コミュニティー生活の場におけ

る人Ｍ１性の回復一』（中間報告）を契機に，政府，財

界のコミュニティ櫛想が次々と提起され，その政策化が

すすめられてきた。それは，住民の「相互信頼」と「心

のつながり」の創造を雄底にすえた佐民の行政参加の定

着，地域住民団体の組織化とコミュニティ・リーダーの

養成などの方向を志向している１７)。

こうした推移の'１１で，三鷹11丁においても独自のコミュ

ニティプランが進められた。そのFll心となるのがコミュ

ニティセンターの延設であった。コミュニティ政策その

ものについての詳述はここでは差し控え，第一号のコミ

ュニティセンターである大沢コミュニティセンターの図

プト室と文庫活動について略述しよう。

大沢コミュニティセンターは．スポーツ・レクリエー

ション機能，福祉機能，社会教育機能，サービス機能を

兼備している，複合的で大規模な総合施設である18)。セ

ンターの'二|的は，それを地域の中心として位置づけるこ

とにより，住民に地域を再認識させ，かつ地域社会への

参加を動機づけることである。

コミュニティセンターの最も大きな特徴は，その管理

と運営が地域住民によって行なわれていることにある。

二の化１６参加は昭和49年２月のオープンの２年前に「大

沢コミュニティセンター研究会」が作られた時から始ま

っている、この研究会はいくつかの分科会に分かれて活

動したのであるが，その｢'1のひとつに図書分科会があっ

た。その活動は昭和48年１月から開始され，翌年２月ま

でに21回の会が持たれた。最終的会員数17名のうち文庫

地域社会と

表４三鷹市文庫活1,1世話人の子どもの人数

1ｍ子ども数’１人’２人’３人’４人

人数’５人’２６１１９１３

構成比’９．４９６１４９．１１３５．９１５．７

表５三鷹市文庫活動世話人の子どもの年齢満成

（Ｓ５２．２．１現在）
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子どもの年齢構成は表５の様に，３識から９歳までの就

学1iilの幼児及び小学校低学年の児童が６０％を占めてい

る'3)。また，末子年齢をみると，0歳から６歳までの乳

幼児が60％を占めている。

以上から，世話人の殆どが乳幼児を持つ母親であるこ

とがわかる。しかも，乳幼児のいることや子ども数の多

いことが母親の活動の制約条件とはならず，むしろ文111t

活動の場合は子どもの多い母親の方が関心が高い。つま

り，「ｎ分の子どもの為」の読書を考えることが，「より

多くの子どもの為」の読梛を考えることの基礎をなして

いるといえるだろう．

ところで，文庫の運営には，図書や本棚等の備品脳人

に費用がかかる□図書については図書節からの団体懐し

出しや，「ｌｉの助成金による購入及び市皿の寄贈本による

協力を受けてはいるが，それでも十分ではない.そこで

会費または入会金を徴収している文庫もあるが，それも

全く少額である。通常の場fTは，地区公会堂の清掃や廃

品回収，パザーの開催等による資金調連，カンパ，’11諸

人の誤ケットマネー等に殆ど負っている。まして，金銭

的利益を目的としている文庫活動は全くない。

以上のように，文,庫活動とは，読誹の素晴らしさをわ

が子だけでなく近所の子ども達にも知らせてあげたいと

いう，母親の素朴な願いを実現しようとするボランティ

ア活動だといえようｃそして，その活動は，地域の子ど

もたちに対して「本のある遊び場'')」を１１Mいているとい

う点で，地域とのかかわりを持つのである。

（３）地域活動としての文庫活動

地域文ｌＩｌｉは，地域の公共施設を使って運営されてい
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関係者が６名であり，班長もその中から選ばれた。文庫

活動をしている６名は「近所の子どもに良い本を」とい

うボランティア活動をした人々であり，実際の図書館行

政の実情やあり方についてそれほど深い知識を持ってい

たわけではない。しかし，コミュニティセンターが建設

され，図書室が設けられることになって，その図１１１；室に

最も関心を持ったのが，こうした文庫活動経験者であっ

たことは事実である。すなわち，自己の文庫活動の経験

から，読書を中心とした子どものコミュニケーションの

場が地域に必要かつ『[要であることを痛感していた人々

が，それまで潜在的に抱いていた「望ましい図7W:館像」

を実現する機会をここに捉えたのである。活動経過19)を

見てみると，彼らは三多摩の先進的図書館の見学や学習

等の活動を経て三|M1市という自分の住む地域の図,|}館行

政を再認識している。そこで，コミュニティセンター図

書室を，図書館の分館とするか否かが重大な争点となっ

た。しかし，結局分館として位置づけられることはなく

開室した。運営は住民代表による迦営委員会に委ねられ

ているが，図書分科会は図書室友の会として再組織さ

れ，ボランティアで日常活動に協力している20)。

しかし，一方では「友の会に参加したり，読みきかせ

をしたり，地域の方たちのためにと素朴な思いで活動し

ている私たちなのですが，やればやるほど，図書館は素

人でもできるという錯覚をおこさせ，安上り行政を助け

ることになり，専門職の方たちの足をひっぱることにな

るのではないかという}悩みにおちいる２１)」という問題も

提起されている。

このように，地域活動としての性格を持っている文庫

活動は，日常活動を通じて，子ども達に対しては自分の

地域を認識させると|｢i1時に，世話人に対してはコミュニ

ティセンターなどの地域の具体的問題に積極的に関与す

るという態度を磯成しているのである。

こうした地域へのMil心の高まりは，地域行政への関心

の高まりを伴い，さらに住民運動として展|)Mする傾向も

あらわれてきている。

（４）住民運動としての文庫活動

「誰でも本が身近にあれば本を読むし，本を身近に

おくため，図書館が'１１Jに村にポストの数ほど必要であ

る｡22)」

しかし，現実には図書館は非常に少ない。こうした状

況下で，子どもに良い本を読ませたいという母親の願望

が文庫活動を生んだのであり，最近は日常の文1iii活勵だ

けでなく，それを踏まえて，行政側に対して読書環境の

改善と根本的政策の実施を要求するという住民運動とし

ての性格を持ってきている。この点も，文庫活動の新し

い傾向として注I]されよう、

こうした傾向の背景には，日本の公共図書館数，蔵書

冊数，専門職員数の不足と，図書館サービスの不十分と

いう状況がある。文庫活動とは決して図書館作りを目的

としているわけではないが，現実の図書館数不足や内容

不Ｉ１Ｍｊが，結果として人々に図書館作り運動23)を喚起して

きている。

ところで,文庫活動の持つ住民運動としての側面は,決

して図書館作り運動のみに限られてはいない。ただ，最

近は施設作り運動が全国的な広がりを見せており，その

事例を収録した本別)も編集され，ここに焦点が集まって

いるのである。また，多くの事例をある視点からパター

ン分けする作業も行なわれている。しかし，運動形態は

地域の持つ諸条件によって多様であり，個々の運動ごと

に活動内容は異なるので，一律な規準で分類することに

は危険が伴う｡そこで,ここでは無理な枠組作りをするこ

とを避け，三膳市の経過を概観するのみにとどめよう。

地域の文庫連絡会の結成が，文庫活動が請願運動など

を始める契機となっている例が多い。三臘市においても

同様の傾向が指摘できる。三鷹Tl丁地域家庭文１１１Iおやこ読

111:会連絡会（以下文庫連絡会と略称する）は，昭和49年

４月に発足した。当時，世話人達は文庫連絡会を各文庫

の情報交換や勉強会を行なうものと認識していた")。し

かし，翌年制定された規約には次のように,L}かれてい

る。すなわち,会の'三|的は，「創造性豊かな子ども達を育

てることを目的とした地域文庫，家庭文庫，親子読書会

､相互の交流をはかり，あらゆる思想信条を超えて活動」

することであり，活動は，「会風相互の連絡及び図書館

との交流のために月一回の定例会を開き｣，「図書館をよ

り充実するため，図書館と協力し，諸活動を行ない」，

「会員の向上を図るため，随時勉強を行なう」というも

のである26)。

住民の主体的で自律的な活動としての文庫活動の性格

は変わらないとしても，連絡会の結成は，同じ地域内の

文庫の交流を促すと同時に，個人では解決しにくい問題

を連帯して解決していこうとする姿勢を生み出したので

ある。それが結成一年後に作られた規約に反映されてい

るといえよう。しかし，確認すべきは，文庫連絡会が住

民運動を目的として結成されてはいないことである。

三鷹市文庫連絡会の住民運、lとしての活動をみてみる

と．第一に文M{活動そのものの向上に関する行政側の働

きかけを要求したものと，第二に，図書館行政の改善を

要求したものとがある。
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第一の例としては，昭和50年６月に行なわれた文庫連

絡会への市費助成の請願運動がある。これは，文11{数の

増加や各文庫の貸し出し冊数の急増に対する，図諜館の

児童図ilf及び絵本の稀少さを市に訴えたものである。こ

の時は６月の補正予算を審議する市議会に対し２０７０名

が署符をした論願書を提出した。請願運動は超党派で行

なわれ，８月末日の文教委員に対する説明を経て，９月

13日市砿会で採択されたロそして，１２月には補正予算で

1,900,600円の助成費がおりた。それに引き続き翌年度

は1,382,00019が予算に組み込まれた。

他方では，文庫の会場問題も深刻になり，この点を問

題とする動きもでてきている。例えば，l1H和51年５月，

地区公会堂の利用について市民部コミュニティ課と会合

を持ち，１１月下旬には文庫連絡会として実態や要望を文

脅化して，教育長，社会教育委員，コミュニティ課に配

付している、

第二の図書館行政の改善を要求する運動としては，昭

和51年２月の社会教育委員会に対する「三鷹市の14書館

五ケ年計画への要望書」の提出，昭和52年７月の三鷹市

立図書館のHWi1開館を要求する署名運動が挙げられる。

後者については．市長あて6543名、市議会鱗長あて6502

名の署名が集められ，７月2811,文1ｲt連絡会の代表によ

って提出された。この陳情は８月2911付で採択ど決定さ

れ，市長及び教育委貝会に送付された。こうした連動の

経過を経て，１１月６日より日曜開館が実施されている。

ところで，このような住民運動が具体的な形で展開さ

れる基礎として，図１１$館職員との交流会や市長，教育長，

図書館長とのiIil〔度にわたる話し合いの機会が持たれてい

ることは看過できない27)。こうして，文庫活動は「読書

環境の改善をはかる手だてを講じながら，行政に向けて

根本策の実行を迫る29)」という，まさに住民運動として

の'性格を持ってきているのである。

社会教育６９

炎６三鷹市文庫活動薑世話人の社会教育参加経験

参加経験’有 ＩＩＩＬ
●０勺､

人数

購成比

35人’１８

66.0％’３４．０

て行政に働きかけ，行政に学習の場を保障させているも

のもある。以下で，文111活動世話人が参加している社会

教育について個別にみてみよう。

（１）図書館主催の地域文庫リーダー養成講座

三鷹市内の文lL1i活動は昭和46年頃から特に盛んになっ

てきた。ｌｌｌｆ諸人達は日常運営の経験から，子どもの本の

選び方，与え方，読みきかせ方などを学習する必要を痛

感してきたので，こうした問題についての講座企画を図

書館に要請するようになった。また，本館と分館をひと

つしか持たない三鷹市の１判書館にとって，分館網確立ま

で文庫が担う補完的役割は大きい。そこで，文庫活動を

推進するリーダー養成のために，昭和48年度より文ＩｉＩｉリ

ーダー養成講座が実施されている。

ところで，前述の通り昭和49年２月より文庫連絡会が

発足したが，昭和50年度からはその講座を文庫連絡会も

共催することとなったので，識座内容に文庫活動世話人

の要望が直接反映されることとなった。

（２）三鷹市市民大学総合コース「生活と児童文化」

三鷹市の成人教育事業は，大別すると，市民大学，婦

人教室，家庭教育学級，高齢者対象学級に分けられる。

そのうち市民大学は，’1M和36年の成人学校に始まり，昭

ﾄﾞ1147年に文部省委託社会教育学校となり，昭和43年から

T1i比大学と名称を変更したものである。それは昭和43年

よりコース制をとり，学習内容，方法の構造化がはから

れ，専攻コース，一般教養コース，生活趣味実技コース

の二つに分けられている29)。その専攻コースが昭和51年

度より総合コースと名称変更され現在に至っている。総

合コースは，昭和43年度より主体的市民としての自治意

識を呼び起すための学習活動として開催されてきてい

る。それは毎年５月開講で翌年３月まで毎週１回２時間

行なわれる継続学習である。昭和52年度現在で，コース

はさらに「生活と文学」「生活と思想」「生活と歴史」

「生活と児童文化」のIJq学級に分かれ，全体で80名の定

員である。学級生の子どものうち２才児以上は20名まで

保育を受けられる。コースの運営は，学級生と各学級lこ

っている識師と行政側の三者で構成している運営委員会

で行なう。学習方法はセミナー方式であり，学級での相

互学習と家庭での自己学習とを相互に関連させていくこ

ＩＩＬ文庫活動と社会教育

最近の社会活動や住民運動をみていると，活動内容に

関連した学習機会を持つ場合が多い。文厳活動について

も，その世話人が活動に関連した学習を行なったり，学

習をひとつの契i機として文ｒ１ｉ活動を始めている例もみら

れるc

三鷹市の文庫活動世話人の社会教育への参加経験をみ

てみると，表６の通り約70％が参加経験を持っている。

それは，一方は行政主催によるものであり，他方は自主

グループである。しかし，現在，行政主催によって開か

れている講座であっても，文庫活動11t話人が中心となっ
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ことは特に注目して良いだろう。

また，昭ｆⅡ52年度も利11j者懇談会を経て土屋洸子氏を

講師として「生活のなかの民話」という学級が開設され

ている｡30名の学級生の|ﾉj文庫活動世話人は20名である。

（４）文庫連絡会の自主グループ

｜旧和49年２月に文l'lli連絡会が発足すると，それまで各

文liliの'11諸人が必鯉だと猟１鰹してし,た学習の場を自分た

ちで作ろうという動きが)し体化し，５月より「読みきか

せ勉強会」という「１１三グループが発足した。そして，昭

和51年３月までは社会教育会館を会場として，毎月１回

２時間ずつ，三嶋市在任の作家であり文庫活動経験者で

ある清水美千子氏を識師として存続された。運営費は文

庫連絡会より補助を受け，実質的には文庫連絡会の研修

部門として機能していた。また，昭和51年度からは「絵

本研究会」と改称し，ilfjj21m開くこととし，そのうち

１回は読みきかせの勉強，あとの１回は絵本についての

勉強を行なった。識師は清水美千子氏，社会教育会館を

会場とし，参加者は約50名で，学習の運営は各文庫が交

代で司会，記録を行ない，学習内容を印刷配布するなど

の工夫をしながら活発に行なわれた。

ところが，たとえ文''１t連絡会の研修部門であったとは

いえ，自主グループでは文111[活動を拡げていくことは困

難である。そこで，彼らはより広い巾民に絵本の世界を

知らせたいという要求から，IllulFl152年,度は11j民大学の'二'１

に組み入れるようにとの要望i１１:を行政側に提出した。そ

の時点では社会教育会館には利用者連絡会を通じて交渉

するという方法が確立されていなかったので，行政側に

頂接提出することになった。その要望には，昭和52年度

の第Ⅱ期に市民大学として開設されるというように回答

された。そこで，それまでの間は文庫連絡会の研修部門

として民話についての学習会が表７のように開かれた。

とで，学級生の生活体験と科学を結びつけることをめざ

している。そして，各年度毎に統一テーマを定め，それ

について各学級がそれぞれの角度から学習を行ない，全

体学習会を通じて各学級相互の学習の交流を図る゜

ところで，総合コースにおいては，｜M1和47年度までは

「生活と文学」「ﾊﾐ活と思想」「生満と歴史」の三1学級

のみが設けられていた､「化iiIiと児｣jf文化」はＩＨＩ脚'48年

度から設けられたが，この')M設を推進したのが文庫活動

の世話人を中心する母親だったのである。これらの母親

たちは，昭和47年度市民大学一般教養コースにおける，

市立図書館主催の「本と子どもと母親と」「子どもの本

の研究」という２つの講座に参加していた。つまり，そ

こでの学習が更なる学習への動機づけとなって，既設の

総合コースの中に児童文化に関する学級を設けよという

継続学習の要望が出されたのである。この要望は運営委

員会で協議され，その結果，１１８和48年度より「生活と児

童文化」が増設されたのであるso)。

再述すれば，総合コースの中に「生活と児童文化」を

設置する推進力となったのが文ｌＩ１ｉ活動の世話人であった

し，こうした枇話人の存在が継続学習の場を獲得する大

きな力となっていた.しかし，’１Ｈｆ'152年度は講師の決定

が難行したり,｢生活と児童文化」そのものが総合コース

からはずされそうになった．そこで，学級生の中には，

「これからの学習のなかで総合コースの111に児童文化の

学級を定着させることとこの意義のようなものを私自身

の中で明確にしていきたい｡｣Ⅷ)という意識が芽生えてい

るのである。

（３）三鷹市青少年の家市民大学，「お話勉強会」「生

活の中の民話」

三鷹市には児童館として青少年の家がある。そこには

青少年の家施設利用者懇談会が組織されている。その会

では開設講座や自主グループ間の情報交換を初めとし

て，それぞれの問題点を話し合ったり，青少年の家の施

設利用や事業計画を話し合う。そこで，昭和51年度の事

業計画を話し合う際，文願活動の世話人が働きかけて’

ストーリーテリングを学習する識座を市民大学として開

設することとなった。ここにも総合コースと同様に，文

庫活動世話人の社会教育に対する職種的な盗勢があらわ

れている。講座参力Ⅱ者４２名の内文ｌｉｌｉ世話人は２７名であ

る32)。講座は５月から12月まで2311J１，親子読了しＩ:地域文IlIit

全国連絡会会長士屋洸子氏を識師として開かれた。その

後昭和52年１月から３月までは，文庫活動世話人２０名

と他２名で自主グループとして学習が継続された。自主

グループとして残った者の殆どが文庫活動世話人である

麦７昭和52年度三鷹文庫連絡会民話勉強会

月日｜内
参加
者数

客回数

1 民話にふる母と娘 8０5．２０

２７’生きた笥蕊，唯きたi;lii） 7７２

Ldiii1Iの笑いとＩｉＭｊｌ１６．３ 6５

２４１民話の絵について 6１

４
’
５

７．１１歩いてきく火)i(の民話 6７

８１舞台人としての民話の語り 6２

６３

６

１５１教科書にみる民話７
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このような多彩な講師を招いた学習会が自主グループと

して運営できるという条件には，三職Tbでは近隣に住む

児童文学関係の専門家が多いこと，三鷹市が現在読書運

動のリーダーシップをとっている人々にとってゆかりの

こけmであること33)，文庫運営者の｢１１に子どもの本研究会

に属する専門家がいることなどが挙げられる。しかし，

それにもまして，文庫活動世話人の学習意欲が高いこと

や社会教育そのものへの関心の高さが動因となっている

ことも指摘できる。一例を挙げれば，昨年より社会教育

会館を利用している１００余りの自主グループに働きかけ

て，公民館利用者連絡会を発足させようとした動きがあ

ったが，その準備会には文庫活動Ⅱt諸人が加わってい

た、なお，利11]者連絡会は１１日和52年３月に発足した□

（５）その他の学習機会

以上の他に，図書館後援により各文庫主催で講演会や

学習会を開いたり，親子読警地域文庫全国連絡会，日本

親子読書センター，Ｅ１本子どもの本研究会主催の全国交

流会や児童文化講座に参加する文庫活動世話人も多い。

汁会教育７１

文lli活動はその基礎に読書運動としての性格を持つとは

いえ，それは決して住民運動として始められたわけでは

なく，また学習活動を伴っていたわ,けでもない。しかし，

文庫活動を展開する過程で，、地域社会の見直し〃と

）地域社会の担い手としての|ヨ己の発見″が行なわれ，

帆地域住民としての自覚''がなされる。こうした自主的

学習機会の創造と住民運動への参力Ⅱを通じてⅦ市民意識

の覚醒〃がなされていることが指摘できる。

社会活動を進める中での意識の変化については，総理

府調査３５)においても，「活動意欲の高まり」「社会的視

野のひろがり」「知識の深まり」「新しい連帯感」の四

点が指摘されているが，文庫活動もそれに伴う学習活動

や文庫連絡会の活動を通じて，同様の変化を体験してい

る．特に，三鷹Tljの文庫連絡会の場合は，学習機会を多

く伴っている点が'１t話人自身の意識変化をより強く自覚

させている。世話人の声を引月]しておこう。

「この－年間を振り返って，まず－番に言えることは，

たくさんの母親の勉強会への参加だと思います。（中略）

これらの勉強会を通して，子どもの本の素晴らしさを知

ると同時に，氾濫する絵本の中から良い本を選ぶことの

難しさを痛感しⅢお互いにもっと研究していかなければ

という意欲がわいてくるのでした｡3`)」また，批話人以

外の学級生も，「児童文化コースに属し，内外の児童文

学作品に触れ得た喜びは勿論だったが．それ以上に地域

の中に溶け込んで，ＰＴＡや消費者活動，家庭文庫活動

等に携わり，多忙な中にも専業主婦として充実した生活

を築いている多くの人々を知った事は驚きであった。そ

の結果，単に三鷹に居住しているに過ぎなかった生活か

ら，三1115;市というコミュニティの一員としての意識がめ

ばえてきたような気がする37)」というように感想を述べ

ている。

それでは,文庫活動世話人はどんな母親なのだろうか。

何か共通した特徴を持っているのであろうか。予備調査

によると，学歴は表８の通りであるが，中学校卒が０で

ある点からみれば若干高学歴`化が示されている。就業経

験については表９の通り，有るものが８０％を占めてお

り，職種は教職がやや多い点が月につく｡しかし，現在

と

１Ｖ、終わりに－文庫活動と社会教育にみる

主婦の意識の変化一

文庫活動は主婦というより母親によって行なわれてい

る社会活動のひとつである。それは，母親として|÷１分の

子どもを見つめることから始まっている。すなわち，自

分の子どもに良い本を与えたいという願望に基づいてい

る。こうした願望を持って環境を注視する時，確かに図

書の出版点数は増加しているが，他面では書価が高騰し

ている3いために，子どもに十分に買い与えることは困難

である。その上,図書館へ行くには地理的に遠いし,本も

不十分である。そこで，母親たちは自分の子どもだけで

なく，地域の子どもを取りまいている読書環境の悪さを

初めて認識する。この時点で，彼らの視野は地域の子ど

も全体へと拡大する。そして自主的な無償のボランティ

ア活動として文庫活動が開始される。文庫活動の出発点

には，子どもに良い本を与えようとするボランティア精

神があることを確認しておく必要があろう。

ところが，地域活動としての文庫活動を展開していく

につれて，文庫活動が図書館行政の不備を補完する役割

を果たしていることを自覚してくる．この自覚から文廊

活動は＝つの方向に活動の領域を拡大していくようにな

る。すなわち，第一の方向とは，図書館行政そのものの

改善と充実を行政側に要求する住民運動の展開であり，

第二の方向とは，文庫活動をしていく上で必要な専１１']知

識や読書指導を学習するﾈ'二会教育活動への参加である。

表８三鷹市文庫活動世話人の学歴

学朧'''１学佼|蕊|灘 俣年型ＮＡ
短期
大学

人数’０人’２３１７１５１１７１１

構成比’０％'４３．４１１３．２１９．４１３２．１１１．９
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表９三鷹市文庫活動世話人の就業経験 註

１）昭和50年には勤労婦人の内，３０歳以上の者が57％を
占め，有配偶者は雛死別を含めると62％である。労動

省婦人少年局編『昭和51年版婦人労動の実情』大蔵省
印刷局，昭和51年，ｐ９

２）吉山昇，神田道子編「現代の女|牝の意識と生活』’１
本放送１１１版協会，昭和50年，pl90-l91

３）この他に，昭和271F，金森好子の「クローバー子ど

も図書館｣，昭和30年，「土屋文庫｣，昭和33年，石ブト

桃子の「かつら文庫」が開設されている、

４）小河内芳子「家庭・地域文庫について」『季刊子ど
もの本棚19」昭和51年11月号，ｐ５

５）石井桃子『子どもの図書館』燭波書店，昭和40年，
ｐ２１０

６）文庫づくり運動調査委員会「地域家庭文庫の現状と

課題』に|本図書館協会，昭和47年

７）児童図書館研究会編『年報子どもの図書館1975年

版」日本図書館協会，昭和51年

８）小河内芳子，前掲ｐ５

９）藤本浩之輔『子どもの遊び空間」日本放送出版協会

昭和49年，ｐｌ４９

１０）東京の23区に隣接する，東西６．４km，南北4.8kｍに

広がる面積16.83ｋm２，人１．１６万1832人（昭和52年９

月現在）の都市近郊ベッドタウンの性格を持つ市であ

る。

11）婦人に関する諸問題調査会議編『現代日本女性の意

識と行動』大蔵省印jilll局，昭和49年，ｐ297

12）ちなみに日本人の平均出生児数は1.91人であり，２

人を下回っている。厚生省統計情報部『昭和50年人口

動態統計』

13）この櫛成比は，実際に文庫を利用している子どもの

割合とほぼ一致する。例えば，文庫Ｎは利用者１９７人

の内幼児から小学校３年生までで160人，全体の80％

を占めている｡

14）よこはま文庫の会編『ひろがる読書の輪一横浜の文

庫一』昭和51年，ｐ９５

１５）「]皇９屯のためのすぐれた芸術を鑑賞し，児童文化

の創造と発展に努力する」というlEl的のために，演劇

・音楽の例会を中心とした活動を行なっている剛体。

むさしの子ども劇場は昭和47年に発足したが，全国連

総会は昭和51年現在181劇場20数万名に)玄がっている。

16）三鷹市地域・家庭文庫おやこ読書会連絡会『51年度

のあゆみ一輪を広げる文庫活動』昭和52年，ｐ２６

１７）千野陽一「コミュニティと社会教育」千野陽一編

『コミュニティと社会教育』昭和51年，ｐｌＯ－ｌ４

１８）湯上二郎企阿『事例研究，社会教育に関する施設一

設憧と運営一』全日本社会教育連合会，昭和50年，ｐ

３１－３６

経済企画庁国民生活局『コミニニティとくらしの環境

一住民参Ａｌｌの町づくり－』大蔵省印刷局，昭和50年，

p99-lO4

19）『大沢コミュニティセンター図護分科会の記録」昭

和49年２月

就業経験’有’無

人数’４３人’１０人

構成比’81.1％’18.9％

織繍|事務職|教職|禰轤|公務員|座歓|そのＩｕｌ
人数’１８人’1４１３１３１３１２

構成比１４L9%'32617.017.017.0’４５

表１０三鷹市文庫活動世話人の夫の職業

職種|会社員|教職|公務員|自営業|鵬|圓山薬
人数’３９人’５１４１２１２１１

構成比’73.6%'９．４１７．６１３．８１３．８１１．９

表１１三膳市文庫活動世話人の社会活動参加経験

Fｒｌ２Ｕ

１
Ｊ

フルタイムの職業を持つものは１名であり，パートタイ

ムは６名である。そして，夫の職業は殆んどが被傭者で

あり，昼間は家にいない。このことは文庫活動も学習活

動も，夫のいない昼間に行なわれている事実を裏付けて

いる。また，文庫活動以外の社会活動に参加している者

も，表10の通り約75％いるに,その内容もＰＴＡ役員，生

協活動役員，教科書裁判支援運動など多様である。要約

すると，文庫活動は，職業を持っていない比較的高学麟

の所謂帆専業主婦''によって行なわれている活動である

といえよう。また，文庫活動世話人には社会教育に参加

していると同時に，他の社会活動を行なっている者が多

い。このことは前述の市民意識の覚llili1のひとつの証左だ

と言えよう。

しかし，その市民意識の覚醒の過程はｲiwl人により相異

があるし，特に住民運動的な行動については意識のギャ

ップの拡大.化もあらわれてきている。また，文庫活動と

図書館職員や社会教育行政との関係も重要課題となって

きている。これらの諸問題については，他地域の事例と

の比較検討を含め，今後更なる研究が必要だと考える画

参加活動数 １つ ２つ ３つ ４つ以上

人数 20人 1０ ６ ４ 1３

構成比 37.7%’１８９ 1１．３ ７．６ 2４．５

|活動経験’有｜総’
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2(〕）この経緯については栗l｣｣規子「太り(の|刈ilIliiiづくり

の迎勅を通して」『図ｆＩｉ雌|M1題Ｉｉｌ１死金束〕;〔１２部ニュー

ス』昭和49年５月１６日丹ｐ７－８

大沢コミュニティセンター|渕書室友の会「コミュニテ

ィ・センターのなかの催ｌｉｌＩ館活動」『親ｒ枕凹』昭和

５２年９ハ月，ｐ８－１３

２１）栗l11規子「大沢コミュニティの図iili室その後」『図

ｌｌ１ｊ研東京支部ニュース』ｌｌＩｌ和50ｲＩ三３｣１号，ＩＤ5

22）石井敦，前)Ⅱ恒雄『図i1l館の発見』日本放送出版協

会，昭和48年，ｐ4

23）例えば，大阪府枚方Tl『の図書館６分館建没jiu鋤やⅢ〔

京都練馬区の平和台図書館建設運動がある。

枚方TIT企画室TIj立図書館『ひらかたの図書館行政』Ｍ

和48年，内山I1L1Mi他「、1z和合図３MWl鯉設迎動について

の報告」ねりま地域文Ali読書サークル連絡会編『地域

文庫その広がりと深まり』昭和５２年，ｐ39-44，阿部

雪枝「仮称・平和台図書館建設懇談会に参力Ⅱして」火

京都教育庁社会教育部計lilli課『東京の社会教育』第２３

巻第１号，昭和51年，ｐ４－６

２４）図１１１館問題研究会編『図書館づくり運動入''１１』草｣二

文化llH和51年

25）三鷹文庫連絡会編『一年間の活lliljの報告』昭和49年

４月２５日付。

26）三鵬市文庫連納会『5011二度のあゆ糸一輪を広げる文

庫活動一』昭和51年，ｐ4

27）例えば，市長との話し合いに限って染ても，Ｓ５０．

５．１４，Ｓ５０１１１ＬＳ５２、３．４と311｣1行なわれて

いる。

28）清水美千子「家庭文庫と地域文庫」『季ｆｌｒどもの

本棚19』昭和51年11月号，ｐ51-52

29）《鷹Tljl(t会教育委側会『昭和47年陛，Ｊkたかの1,に人

救ｆｉｕｐ７－１７

渡辺兇行「''71造iこよる１１１｢氏のための27:枝づくりの模

索」東京聯|j教育1ｒｉ('二会教育部『新しい学級･講腿の剣

jtliをめざして』昭和49年，ｐ39-49

30）小林知枝「社会教育の場で学ぶ」『季１１下どもの本

’11121』昭和52年，plO7-109

１１ｲｲ和48牛陛の学習記録は，渋谷清視繍ｉ『わたしのなか

の子どもの本』鳩のi#i酋房，昭和50年，として出版さ

れている。

31）小林知枝ijij褐，ｐｌｌＯ

３２）昭和51年度二駕市両少年の家Tlj民大学お話勉強会の

紀緑『お話のともしびをかかげて』ｐ２７

３３）例えば'1本了・どもの本研究会代表墹村ｌｉ子氏，事務

１，１)長代、昇氏は，かつて三鷹TITの都立有三青少年文庫

にて読書指導を行なっていた。

34）昭和50年度の新１１１は，22,727点,平均１１([段は約2,394

１１１である。『出版年鑑，1976年版』出版ニニースネ1

35）婦人に関する諸問題調査会議，iiij褐,１１，ｐ330-332

36）三鷹市文庫連絡会『51年度のあゆ象一輪をひろげる

文順活動一』ｐ８２

３７）ご魔｢lj民大学総合コース・三鷹市教育委員会『ilT民

がつくるlIj氏の学校」への歩み－昭和51年度総合コー

スの学習記録一』ｐ５６

(付記）

水研究にあたり，宝lllI(Ｉｈ地域家庭文ｌｆｌｉ親子読書会連絡

途，三鷹TIT立図書館，三鷹市社会教育会館，三鷹市青

少年の家の侍様に御協力いただいたことを記し，感謝

の噸を表したい。


